
 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 





梁

間 
桁行 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

通りに面する位置に駐車場を配置する場合は、歴史的なまちなみ

にふさわしい意匠の塀、門などによって、まちなみの連続性を確

保するようにする。 

■自動販売機 格子で囲うことで 
まちなみに調和 

■屋外広告物 

材料、形態、色彩などを工夫
しまちなみに調和させる 
 

■エアコン室外機等 

●格子などで

囲う 

●格子などで囲う 

●中庭・裏庭におく 

■塀 

丸瓦をのせて 
リシン吹き付け 

和瓦をのせて 
漆喰塗り 

左に加えて 
羽目板張り 

●格子戸などで 
建物の表情を 
連続させる 

●下屋の流れを 
連続させる 

●駐車場入口にも工夫を 

大きな屋根 

＜家並の連続性＞ 

小さな屋根 

塀や下屋 

＜家並のアクセント＞ 

 
 
 
 
 
 
 

旧西国街道では、平入りを基本

とし、妻入りを組み合わせてい

くことが望まれます。 

本瓦        浅瓦 

いぶし銀又は黒の和瓦 

漆喰の白 

茶 

いぶし銀又は黒の和瓦 

■伝統的な色彩構成・材料 

■窓等開口部、建具 

●二階部 
ムシコ窓 

●一階部 
 出格子 
 格子戸 

●下屋 
●平入り 
●勾配を 

そろえる 
●和瓦で葺く 

基本的な壁面位置 

1m50cm程度 
5.5 
程度 

2m30cm

60cm 程度 

90cm 程度
90cm程

●高い部分はひっこめる   

●通りに面した部分は 

伝統的な位置にそろえる 

●ひっこめた部分を屋上テラスや明り 

 取りとして利用することも可能 

３階以上の建物の工夫 

旧大坂道・北少路村の伝統的なまちなみの連続感は、通りに建ち

並ぶ建物の壁面線がそろっていることから生まれます。 
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